

























田 中 光 男
誘電体結晶BaZnGe04には,6つの相 (1相,Ⅰ相,Ⅲ相,Ⅲ′相,Ⅳ相,†相 )の存在す
ることが知られている｡ I相の空間群はP6322で, 丑相, Ⅱ相の空間群はP63である｡
Ⅲ相, Ⅲ′相,Ⅳ相においては,C軸方向に約4倍の(4倍からわずかにずれている)超周期構
造が観測される incommensurate相となる｡†相では,3倍の超周期構造をもつ COmme-






















可能であり存FIRレー ザーの光励起など,赤外 レー ザー光源として有望である｡
13.MgO-金属複合薄膜の作製とその評価
長 尾 勝
MgOと金属 (Au,Pd,Fe,Ti)をNaCl(001)面および (110)面に同時蒸着することに
より,MgO-金属単結晶複合薄膜を作製 し,電子顕微鏡法を用いてその構造の評価を行った｡
Tiの場合を除き,これらの金属は,MgO単結晶膜中に孤立した微結晶 として エピタキシャ
ル成長をする｡これらAu微結晶の示す格子縞の "振舞い〝と計算期シミュレーション像の検
討から,Au微結晶は高々数原子層の厚さをもつものと結論される｡一方,この複合薄膜を
Bragg条件を適当にはずし,MgOによる格子縞を消して,金微結晶の観察を行 うことにより
1-2層程度とみられるコントラス トも得られた｡MgO膜中のFeは大きさ1rm 程度のα-
- 597 -
